
無角の検査
受付開始

第

回
全
共

共
進
会
に
特
化
し
た
開
催
を
計
画
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飼料価格高騰、生乳需給等不安の中
牛群改良で酪農経営向上をアシスト

第

回
全
共
の
概
要

地
球
温
暖
化
を
懸
念

優
良
血
統
の
継
承
で

後
継
牛
の
確
保
を

自
動
登
録
推
進
と

情
報
提
供
を
拡
充

卯
年
は
成
長
と
繁
栄
の
年
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日
本
ホ
ル
協
で
は
、
昨
年

８
月
か
ら
無
角
の
ハ
プ
ロ
タ

イ
プ
情
報
を
提
供
し
て
い
る

が
、
本
年
１
月
５
日
か
ら
無

角
の
遺
伝
子
型
検
査
の
受
付

を
開
始
し
た
。

　
無
角
の
遺
伝
子
型
は
優
性

遺
伝
で
あ
り
、
無
角
の
遺
伝

子
を
持
つ
種
雄
牛
を
交
配
す

る
と
、
雌
牛
の
遺
伝
子
型
の

保
有
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
ま
れ
た
子
牛
は
無
角

に
な
る
（
図
１
）
。

　
ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
に
よ
る
判

定
で
も
高
い
精
度
を
有
す
る

が
、
無
角
遺
伝
子
の
保
因
／

非
保
因
を
１
０
０
％
保
証
す

る
も
の
で
は
な
い
。従
っ
て
、

こ
れ
を
確
定
す
る
た
め
に
は

遺
伝
子
型
検
査
の
必
要
が
あ

り
、
家
畜
改
良
事
業
団
に
依

頼
し
て
、
本
年
１
月
か
ら
無

角
の
遺
伝
子
型
検
査
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
角
の
検
査
申
込
み
で

は
、
他
の
遺
伝
子
型
検
査
と

同
様
に
本
牛
の
検
査
試
料

（
毛
根
等
）
を
用
い
て
検
査

を
行
う
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の

無
角
の
検
査
も
受
け
つ
け

る
。
な
お
、
無
角
の
遺
伝
子

型
検
査
は
、
複
数
の
関
連
変

異
を
確
認
し
て
判
断
す
る

が
、
ご
く
稀
に
推
定
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
し

く
は
家
畜
改
良
事
業
団
家
畜

改
良
技
術
研
究
所
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
日
本
ホ
ル
協
（
前
田
勉
会

長
）
は
、
２
０
２
５
年
（
令

和
７
年
）

月

日
・

日

の
２
日
間
、
第

回
全
日
本

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
開

催
を
決
定
す
る
と
共
に
、
共

進
会
規
則
を
制
定
し
、
関
係

者
に
通
知
し
た
。

　
今
後
も
全
共
を
継
続
的
に

開
催
し
て
い
く
た
め
に
は
、

開
催
方
式
の
見
直
し
と
経
費

節
減
を
図
る
こ
と
が
必
至
で

あ
り
、
第

回
全
共
は
、
共

進
会
に
特
化
し
た
開
催
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

開
催
場
所

　
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
・

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
場

日
程
（
予
定
）

　
経
費
節
減
並
び
に
出
品
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

日
程
を
短
縮
し
た
。
現
段
階

で
の
日
程
は
表
１
の
と
お

り
。

　
令
和
７
年

月

日

時

か
ら

日

時
ま
で
出
品
牛

の
搬
入
を
受
付
。

　

日
に
は
後
継
者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
リ
ー
ド
マ
ン

ス
ク
ー
ル
と
リ
ー
ド
マ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
予

定
。
ま
た
、

日
か
ら

日

ま
で
、
共
進
会
会
場
敷
地
内

で
、
酪
農
資
材
器
具
展
・
技

術
交
流
会
も
開
催
予
定
。

　
な
お
、
開
会
式
で
の
出
品

者
の
入
場
行
進
は
実
施
し
な

い
。
ま
た
、
出
品
者
・
関
係

者
の
集
合
写
真
撮
影
、
出
品

牛
の
写
真
撮
影
並
び
に
体
測

定
は
、
事
前
に
各
都
道
府
県

で
対
応
願
う
予
定
。

出
品
区
分
（
表
２
参
照
）

　
ホ
種

部
、
ジ
ャ
種
４
部

の
計

部
と
す
る
。
後
代
検

定
娘
牛
の
部
は
、
未
経
産
１

ク
ラ
ス
（
第
１
部
）
、
経
産

２
ク
ラ
ス
（
第
７
・

部
）

の
３
ク
ラ
ス
と
し
た
。

　
な
お
、
第
１
部
と
し
て


月
以
上

月
未
満
の
出
品
区

分
を
新
設
し
た
。

出
品
頭
数

　
ホ
種
３
６
８
頭
、
ジ
ャ
種


頭
の
計
４
０
０
頭
。
ホ
種

の
内
訳
は
、
都
道
府
県
一
般

枠
２
７
６
頭
、
後
代
検
定
娘

牛
枠

頭
、
高
等
学
校
特
別

枠

頭
と
す
る
。

出
品
の
制
限

　
ホ
種
一
般
枠
で
は
、
前
回

ま
で
と
同
様
に
１
戸
２
頭
以

内
と
す
る
が
、
出
品
す
る
各

都
道
府
県
が
や
む
を
得
な
い

と
認
め
た
と
き
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
こ
と
を
新
た
に
追

加
し
た
。

出
品
牛
の
資
格

　
ホ
種
未
経
産
は
自
県
産
、

ホ
種
経
産
牛
及
び
ジ
ャ
種
は

国
内
産
と
す
る
。

　
な
お
、
預
託
事
業
等
の
普

及
を
考
慮
し
、
出
品
牛
の
出

品
者
飼
養
期
間
を
撤
廃
し

た
。

褒
賞
関
係

　
褒
賞
点
数
は
、
優
等
賞
を

上
位

％
、
１
等
賞

％
、

２
等
賞

％
と
し
、
前
回
よ

り
も
優
等
賞
の
点
数
を
増
や

し
た
。

出
品
負
担
金

　
開
催
経
費
を
出
来
る
だ
け

節
約
・
削
減
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
参
加
都
道
府
県
並
び

に
出
品
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
に
し
た
。
従
来
の
頭

数
割
と
都
道
府
県
割
負
担
金

の
２
本
立
て
を
廃
止
し
、
出

品
負
担
金
を
１
頭
５
万
円
と

し
た
。

　
加
え
て
、
新
た
に
後
継
者

育
成
の
奨
励
対
策
と
し
て
、

高
等
学
校
特
別
枠
出
品
牛
は

無
料
と
し
た
。

　
今
後
、
具
体
的
な
開
催
内

容
等
が
検
討
さ
れ
る
が
、
決

定
次
第
、
本
誌
並
び
に
日
本

ホ
ル
協
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
等

で
通
知
す
る
予
定
な
の
で
随

時
確
認
さ
れ
た
い
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
酪

農
家
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
な
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
末
か
ら
、
日
本
海

側
を
中
心
に
記
録
的
な
豪

雪
が
続
き
、
停
電
や
幹
線

道
路
で
の
立
ち
往
生
、
人

命
や
生
活
に
関
わ
る
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

世
界
各
地
で
も
地
球
温
暖

化
に
よ
る
異
常
気
象
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。
昨
夏
の

欧
州
や
イ
ン
ド
で
は
熱
波

の
影
響
で

℃
以
上
の
猛

暑
と
干
ば
つ
が
続
き
、
飲

料
水
の
不
足
や
穀
物
生
産

量
の
激
減
、
そ
の
一
方
で

東
ア
ジ
ア
や
豪
州
、
南
米

で
は
豪
雨
に
よ
る
大
洪
水

の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
を
含
む
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減

は
、
日
本
を
は
じ
め
世
界

主
要
国
で
は
２
０
３
０
年

ま
で
に
排
出
量
を
半
減
、


年
に
は
排
出
量
ゼ
ロ
化

を
目
標
値
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
対
象
の
１
つ
に

挙
げ
ら
れ
る
の
が
家
畜
の

メ
タ
ン
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
や
北
米

等
で
は
今
か
ら
家
畜
頭
数

の
削
減
や
バ
イ
オ
ガ
ス
利

用
等
の
対
策
、
日
本
で
も

メ
タ
ン
ガ
ス
抑
制
飼
料
の

開
発
研
究
が
始
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
わ
が
国
の
酪
農

は
円
安
に
よ
る
飼
料
価
格

等
の
高
騰
と
、
生
乳
の
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
向
け

た
生
乳
の
生
産
調
整
を
強

い
ら
れ
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
苦
境
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
飲
用
向

け
乳
価
の
期
中
改
定
や
、

粗
飼
料
増
産
や
配
合
飼
料

購
入
費
に
対
す
る
国
か
ら

の
緊
急
支
援
、
経
産
牛
廃

用
に
対
す
る
奨
励
金
交
付

等
の
緊
急
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
酪
農
家

の
廃
業
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
影
響
は
日
本

ホ
ル
恊
の
登
録
事
業
に
も

及
ん
で
お
り
、
特
に
昨
秋

以
降
は
血
統
登
録
頭
数
や

牛
群
審
査
受
検
戸
数
・
頭

数
の
減
少
が
顕
著
で
す
。

　
低
能
力
や
疾
病
等
に
よ

る
経
産
牛
の
廃
用
は
酪
農

経
営
上
で
必
要
な
要
件
で

す
が
、
間
違
っ
て
高
能
力

牛
や
健
康
で
繁
殖
性
の
良

い
牛
ま
で
廃
用
し
な
い
よ

う
十
分
に
留
意
願
い
ま

す
。
乳
牛
の
改
良
は
一
旦

断
ち
切
る
と
、
回
復
す
る

ま
で
に
数
世
代
か
か
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
自

群
の
環
境
に
適
応
し
た
優

良
な
血
統
の
継
承
は
、
酪

農
経
営
を
行
う
う
え
で
重

要
な
要
因
の
１
つ
で
す
。

　
日
本
ホ
ル
恊
で
は
本
年

も
、
安
価
で
申
込
書
不
要

の
自
動
登
録
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検

査
、
牛
群
審
査
、
検
定
成

績
証
明
の
普
及
拡
大
と
情

報
提
供
の
拡
充
等
に
よ
っ

て
、
現
下
の
厳
し
い
酪
農

経
営
を
支
え
る
乳
用
牛
群

の
効
率
的
な
改
良
を
ア
シ

ス
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
改
良
情
報
の
提
供
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
可
能
な

血
統
情
報
や
近
交
係
数
、

自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ
Ｐ
農

家
へ
の
還
元
情
報
等
に
よ

っ
て
、
直
近
の
ゲ
ノ
ミ
ッ

ク
遺
伝
評
価
値
や
Ｇ
Ｎ
Ｔ

Ｐ
に
よ
る
牛
群
内
未
経
産

牛
の
ク
ラ
ス
分
け
、
交
配

種
雄
牛
選
定
の
際
の
近
交

係
数
算
出
や
子
牛
の
遺
伝

能
力
推
定
値
等
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
還
元
情
報
を
活
用
し

て
、
優
良
な
牛
群
基
盤
を

確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
癸
卯

（
み
ず
の
と
・
う
）
」
で

あ
り
、
「
癸
」
は
十
干
の

最
後
、
１
つ
の
物
事
が
収

ま
り
次
の
物
事
に
移
行
し

て
い
く
。
「
卯
」
は
芽
を

出
し
た
植
物
が
茎
や
葉
を

大
き
く
す
る
「
成
長
」
を

意
味
す
る
そ
う
で
す
。
う

さ
ぎ
は
「
飛
躍
」
と
子
沢

山
か
ら
「
繁
栄
」
を
意
味

し
ま
す
。即
ち
、「
癸
卯
」

は
昨
年
ま
で
の
様
々
な
こ

と
に
区
切
り
を
つ
け
て
次

の
新
し
い
時
代
に
向
か
っ

て
い
く
、
そ
こ
に
は
成
長

や
繁
栄
と
い
っ
た
明
る
い

世
界
が
広
が
る
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。
当
方
で
は
、

登
録
頭
数
の
回
復
と
併
せ

て
、
２
年
半
後
の
第

回

北
海
道
全
共
の
成
功
に
向

け
て
万
端
の
準
備
を
進
め

て
い
く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

昨
年
末
か
ら
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

「
第
８
波
」
に
よ
る
感
染

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
皆

様
に
は
ど
う
か
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
も
含
め
て
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
と
体
調

管
理
に
十
分
留
意
さ
れ
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。


